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緒言

`平滑筋細胞を中心としたi佃Ⅷl｢w鱒rdasほによりおこるPT以後再狭窄の予防は､循環器学の最大の課

題の一つである｡■現在､有効な方法はなく､本研究のようにアポトシスを誘導することによって再狭窄を

予防するといラ試みはこれまでない｡本革事､科学研究費補助金[基学研究(寧)(2)j二｢ァボトシス促進

因子血を用いたP十鵬後甲奴串に対する遺伝子治療の可能性一殉レ⊥シ障害後の内膜平滑筋細胞増殖に伴

うintimalhyberpIasiab予臨-Ji=ついてめ研究に関する総括的報告書である｡
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